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プロジェクト診断活動と連動した 

プロマネ教育の実践 

富士通株式会社  ＳＳビジネスアシュアランス本部  
地域アシュアランス統括部  

 
               前田  修      進来 玄一郎   廣田 晴行   
              高木  容子  柳岡 利精      田中  英二郎  

２０１１年６月２４日 

～ＰＭノウハウ伝播・伝承への熱い思い～ 

ＰＭＡＪ 第１５１回例会 
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 １１．本教育の成果 

 １２．何が解決できたか・・・ 
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背景・経緯 

本教育の特徴 

実績・結果 

今後の取り組み 
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１．プロマネ教育コース体系（全４２講座：４２時間） 

開発フェーズ 
 

設 計      製 造       テスト  

契約 ・ 法務 

プロジェクト管理の必要性 

進捗管理の考え方 

品質管理の考え方 

リスク管理の考え方 

コスト管理の考え方 

完了フェーズ 

プロジェクト管理のための資質とコンセプト 

契約までの留意点 

プロジェクト計画書 

品質管理のフレームワーク 

報告の真実を見抜く 

上流フェーズ 

ヒューマンスキル 事例等 

演 習 

私のプロマネ論 

コンセプチュアルスキル 

プロジェクト診断の観点 

共通フレーム2007と 
超上流の原理原則１７ヶ条 

契約の話 

構成管理の考え方 

プロジェクト完了報告書 

契約交渉上のチェックポイント（事例編） 

交渉力の向上策 

協力会社管理 

品質管理演習 

ビジネス法務 

品質分析評価事例紹介 ～設計工程編～ 

コミュニケーション 

スコープマネジメントの考え方 

数値が教えるプロマネ学 

プロマネツール紹介 

チームビルディング 

上流工程でのアプローチ 

プロジェクト初期に気付くべきリスク 

オフショア開発への取組みについて 

ミニＰＣＣ演習 

あなたのコミュニケーションタイプは？ 

上手な引継ぎのテクニック 

品質分析評価事例紹介 ～下流工程編～ 

あるプロジェクトの悲劇 

現場における問題発見のコツ 

現場の説得・交渉術 

曖昧性との共存 

プロジェクト監査人の心得 

ＰＭプロフェッショナル仕事の流儀 

何故、プロジェクトは失敗を繰り返すのか 

プロマネ力ＵＰ上級編演習 

中級（１３） 

初級（２６） 

上級（ ３） 

中級（ ４） 

初級（ ９） 
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1998年 
ＰＣＣ活動 

2001年 

２．西地区 
    ＰＭ教育ＷＧ発足     

【本教育の原本】 

ア 
シ 
ユ 
ア 
ラ 
ン 
ス 
部 
門 
の 
組 
織 
化 

初級編 

ＰＣＣサポートメニュー 

プロジェクト強化型 

中級編 

【教育活動誕生秘話】 
PCC活動とは、実は教育 
そのものである。 

２．本活動の変遷 

ノウハウを 
カタチに 

ＰＭノウハウ 
伝播・伝承 

１．西地区ＰＣＣ発足   
2004年 

2011年 

※ＰＣＣ活動とは、Project Clinic Centerの略で、全国の地場をサポートする 
  ＳＥ会社に対して、ＰＭＯとしてプロジェクトを診断・支援するもの 

ＰＣＣ活動 

上級編 

底上げ型 
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タイムリーな 
教育受講が困難 
【プロマネ】 

一度に多くの人が 
現場を離れられない 
【プロジェクト】 

プロジェクト全体
で意識合わせをし

たい 
【プロマネ】 

自社にもっと合致
した教育をしたい 
【人材開発部門】 

悩み 

３．教育という手段は確かに有効だけど・・・ 
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１．もっと現場に合致した教育の実践 
（対象となるプロジェクト規模、現状のレベル、事例中心） 
⇒  プロマネ教育ＷＧの発足声かけ、議論、教材作成 

４．教育推進上の観点 

２．継続は力なり 
（最初は６テーマ、７年間に渡った教材Ｂｒｕｓｈ ＵＰ） 
⇒  プロジェクト診断ノウハウの逐次反映、当部門の重点施策 

３．ＰＭノウハウ伝播・伝承の強力な推進 
（もったいない、２００７年問題、引き継ぎが困難） 
⇒  伝えようとする信念、１＋１≠２、事例／経験の伝授 
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本教育の基本コンセプト： 
 プロジェクト管理におけるＡＢＣの徹底（テーマ別にＡＢＣを設定） 

１．プロジェクト診断活動を通じて知った、『プロマネの弱点』を補強する内容 

 

２．ＰＭＢＯＫの考え方も尊重しつつ、『現場・現物・現実』の重視 

 

３．プロマネ全体を網羅し、短時間で理解できるオンサイト教育 

 

４． テキストの充実により、振り返り学習が可能   

５．当部のプロマネ教育の特徴 

Ａ Ｂ Ｃとは、Ａ（当たり前のことを） Ｂ（ボーッとせず） Ｃ（チャンとやる） 
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上級 

中級 

初級 

底上げ型（定期開催） 

中級、初級のプロマネを対象に、全
体のスキル底上げを図ることを目的
とする。 
ポイントは、多数の受講であること！ 

協力会
社含む 

プロマネ 
スタッフ 

メンバ メンバ 

業務
リーダ 

業務
リーダ 

プロジェクト 
管理者 

主にリーダ（協力会社含む）に対して、
今後のプロジェクト推進に対する気付
きを与えるとともに、弱点を補強する。 
ポイントは、「タイムリー」であること！ 

プロジェクト強化型 

６．本教育の２つのタイプ 

ナレッジが共有され、 
 共通の土台ができる 

着実なプロジェクト推進の一助となる 
プロジェクト診断がやり易くなる 
（話が通じる） 
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６ 
講座 

ＰＣＣ活動を通じて習得した弱点のフォローＵＰ 

ＰＭコミュニティ活動の成果反映 

雑誌、文献の有効活用 

教育コース体系で欠落した部分の教材化 

ＰＣＣ活動を通じて体験した事例の話／演習 

４２ 
講座 

７．教材拡充・改版のアプローチ 
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１．現場の理解 
  ・各社トップの人材育成への思い 
  ・教育窓口の推進力 

８．継続して実施できた理由 

２．教育は現場優先で実施 
  ・受講者と場所さえあれば、どこにでも出向く 
  ・事前に事務局と顔合わせを行い、カリキュラムをすり合わせる 

３．受講者層／プロジェクトに合わせた講義 
  ・受講者のＰＭ経験年数や取り巻く環境を配慮する 
  ・各社の経営層や幹部にも、動機付けをしてもらう 

５．新陳代謝と小集団による自律的運営 
  ・毎年、その年での新しい気付きを教材に組み込む 
  ・講義後の講師の気付きや受講アンケート結果分析による継続的な改善 
  ・書籍を紹介して終わりではなく、咀嚼して、エキスを抽出して見せる 

４．組織の理解と支援 
  ・監査の視点からプロマネ育成の重要性を理解 
  ・教育グループの組織化 

事例を後ほど紹介します 

C:/Documents and Settings/Administrator/【原本】SPI_Japan2010(前田_修).ppt
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１６７回  ３４４３名 
 
 ＳＥ会社向け     ：１２０回 １８９０名 
 協力会社向け    ： ２７回 １２６１名 
 プロジェクト向け ： １１回   １６８名     
 お客様向け    ：  ９回   １２４名 

 

９．本教育の実績【２００３年度下期～２０１０年度】 

受講者数拡大 

PCC活動
の拡大 

実施回数増加 
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９．本教育の実績【受講アンケート結果】 
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２００９年度下期、２０１０年度上期 
全体平均（講義） 約４.０点 

09年下期 10年上期 

（１点：全く役にたたない，２点：あまり有益でなかった，３点：普通，４点：かなり有益，５点：大変有益）  
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１０．受講後アンケート分析の観点 

アンケート分析／評価 
 

（継続的改善の観点） 

初級編であるテーマ別教材の最近の改善を例にとり、実際の分析プロ
セスと、改善結果についてお話しします。 

受講者 講義・教材 講師 
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10.1  受講アンケート結果の分析 
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２００９年度下期、２０１０年度上期 
全体平均（講義） 約４.０点 

09年下期 10年上期 

（１点：全く役にたたない，２点：あまり有益でなかった，３点：普通，４点：かなり有益，５点：大変有益）  
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ＰＭ経験年数別カリキュラム採点
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未経験
初級
中堅
ベテラン

１０．2 『受講者』の観点で分析 

ＰＭベテラン以外
が低い傾向 

未経験：０年 
初級：１～３年 
中堅：４～１０年 
ベテラン１１年～ 

ベテラン 
 ・計画の重要性を再認識 
 ・過去の失敗経験がある 

ベテラン以外 
 ・手続きとして必要 
 ・過去の失敗経験があまりない 

(2010年度上期) 

（１点：全く役にたたない，２点：あまり有益でなかった，３点：普通，４点：かなり有益，５点：大変有益）  

共感 

ルール 
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講義
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16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

プロジェクト管理の必要性

上流工程でのアプローチ

プロジェクト計画書

スコープマネジメントの考え方

リスク管理の考え方

進捗管理の考え方

品質管理の考え方

品質管理のフレームワーク

品質管理演習

協力会社管理

チームビルディング

交渉力の向上策

プロジェクト完了報告書

数値が教えるプロマネ学

プロジェクト管理のための資質とコンセプト

平均

プロジェクト計画書 

１０．3 『講義・教材』の観点で分析 

（ ■１点：全く役にたたない， ■２点：あまり有益でなかった， ■３点：普通，■４点：かなり有益， ■５点：大変有益）  

３点が多い  ⇒ 『ルールだからあたりまえ』 
 

５点が少ない ⇒ 『なるほど感が少ない』 
 

５段階評価割合 
(2010年度上期) 

平均 
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１０．4 『講師』の観点で分析 
(2009下期－2010年度上期) 

点差 

開催回数 

0.0 各開催平均 

・プロジェクト計画書の点数は全て下回っている 
 

・開催毎のバラつきはある 
 

・担当講師による大きな差は見られない 
 

※ 開催毎に評価基準に違う傾向がある。そのため開催毎の平均点数を基準に置き、講義（プロジェクト計画書） 
  の点数との差で比較した。 プラス：講義の評価が高い、マイナス：講義の評価が低 
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１０．5 具体的な改善内容 

改 善 

＋作って活用する 
 
   ・改版の効果（グラフ） 
 

   ・活用ポイントと効果 
 

   ・最新のサンプル紹介 
 

    

活きたプロジェクト計画書 
活用する効果 
 ⇒プロジェクト成功 

改
善
ポ
イ
ン
ト 

なるほど！ 
 

ほぉ～！ 

作る重要性 
 
 
 

・ＰＭの意志表明 
・ベクトル合せ 

・バイブル 
・成功へのシナリオ 

改善前 

改善後 

18 Copyright 2011 FUJITSU LIMITED 
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１０．6 「改善結果」と「これから」 

09年下期 10年上期 10年下期 

３．７ 

３．８ 

継続改善中！！ 

３．８、３．７ 
 

⇒約４．０改善 

（１点：全く役にたたない，２点：あまり有益でなかった，３点：普通，４点：かなり有益，５点：大変有益）  
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１）当たり前のこととは如何なることか、よく理解できた。 
  または、再認識できた。 

３）特に進捗管理・品質管理は具体的ですぐ実行出来そうで 
  役に立つ。試してみたい。 

２）プロマネ全体を体系化した教育コースなので、短期間で 
  ポイントがよく理解できた。 

１１．本教育の成果（受講アンケートより） 

１）プロジェクトに合った内容だったので、今後どのようにしていけば 
  よいのかイメージがついた。 

２）協力会社のメンバと同じ内容を受講できたことで意識レベルが 
  合い易くなった。 

プロジェクト強化型 

底上げ型 
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１１．本教育の成果（現場ＳＥの幹部社員より） 

 
１．本教育が現場でのどんな場面に役立ちましたか？ 
  途中参画で、プロジェクトのコントロールがなかなか出来ない状況の中、 
    原理原則がアタマにあると、そこからブレないことで、何とかプロジェ    
    クトを推進することが出来ると思います。 
 
２．プロジェクト開始直前に本教育を受講させるメリット 
  自分だけでなく、(直前に教育を受けることで) リーダやメンバの意識が 
    合っていると、なお進めやすいと感じています。 
    本来あるべき姿を意識しながら、実態に合わせて作業を省略したりす 
    るのと、あるべき姿なしに作業を進めるのでは、作業の結果でも雲泥 
    の差が出ると思っています。 
 
３．もっとこんな工夫があれば、なお良いと思うこと 
    一番今思うのは、何を端折ることが出来るのかです。 
  （生産性・効率面から）このアドバイスがあると良いと思います。 

受講生にインタビューしてみました 

INTERNAL USE ONLYINTERNAL USE ONLY Copyright 2011 FUJITSU LIMITED 

１１．本教育の成果（プロジェクト管理者からの声） 

一般的な活動としてメンバーに理解された 
Ｂプロジェクト）Ｍ氏 

お客様を含め、プロマネに対する意識が変わった 
Ａプロジェクト）Ｍ氏 

ＰＭの拠り所となり、ＡＢＣを継続できた 
Ｃプロジェクト）Ｈ氏 

メンバー各々の身勝手な対応にならずに済んだ 
Ｄプロジェクト）Ｓ氏 

プロマネがやりやすくなった！ 
メンバーが受講することによって、 

22 
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タイムリーな 
教育受講が困難 
【プロマネ】 

一度に多くの人が 
現場を離れられない 
【プロジェクト】 

プロジェクト全体
で意識合わせをし

たい 
【プロマネ】 

自社にもっと合致
した教育をしたい 
【人材開発部門】 

１２．何が解決できたか・・・ 

プロジェクトス
タート時に受講 
【プロマネ】 

現地で開催 
時間、経費削減 
【プロジェクト】 

プロジェクト要員
全員（協力会社、
顧客含む）で意識

合わせ 
【プロマネ】 

各社の状況に合致
した教育カリキュ
ラムによる実践 
【人材開発部門】 

悩み 解決 

INTERNAL USE ONLYINTERNAL USE ONLY 24 Copyright 2011 FUJITSU LIMITED 

３．プロジェクト強化型教育の推進  現場に直接役立つ教育 
 

１３．今後に向けた取り組み（１／４） 

２．上流工程へのより一層のシフト   問題は上流にあり 
 

５．教育パワーの拡充&スキル向上   講師の養成、プロジェクト 
                       診断資格の登竜門   

４．トップマネジメントへの働きかけ  教育の重要性、動機付け 

１．Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａによる執拗な     継続は力なり 
  段階的改善活動  
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教育実践 

Outputとして 
リフレクション・シート 

●新たな気づき 
●弱点補強 
●プロマネ像 

上司 部下 
●動機付け 
●フォローUP 
●育成プラン 

キャリア面談・目標管理 

STEP1(実践中) 

STEP2(依頼中) 

講 師 陣による 
フォローＵＰ 
(メンター) 

【後方支援】 

ここを補強する 

【長期課題】 

STEP3(今後) 

６．本教育実施後の受講生への      教育実施という”点”から 
    フォローｕｐ                           実務フォローｕｐという”線”へ 

１３．今後に向けた取り組み（２／４） 

(必要な時に必要な指導)  
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１３．今後に向けた取り組み（３／４） 

対象者：5,000×0.5＝2,500名 5,000×0.15＝750名 5,000×0.03＝150名 

 目標とする受講者数： 
当部門が関与するＳＥ約５，０００名の一定割合 

テーマ別 
50% 

中級 
15% 

上級 
3% 
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１３．今後に向けた取り組み（４／４） 
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目標

年間受講者：20回×16名＝320名 
未受講者 ：989名 

所要期間 ：989／320≒3.1年 

12回×12名＝144名 
437名 

437／144≒3.1年 

9回×5名＝45名 
138名 

138／45≒3.1年 

受講済
60%

未受講
40%

テーマ別

2500名 

 

テーマ別 
 

受講済
41%

未受講
59%

中級

750名 

 

中級 
 

受講済
6%

未受講
94%

上級

150名 

 

上級 
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２０１３年度 目標達成予定！ 

INTERNAL USE ONLYINTERNAL USE ONLY 28 Copyright 2011 FUJITSU LIMITED 

２ 

６ 

２ 

既に優秀なＰＭ 

ＰＭに不向き 

１４．終わりに（続く） 

教える側の 
伝えようとする熱い情熱と 
  受講者側の 
  食らいつく眼差しで成立 

 

教育とは・・・ 
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ノウハウをカタチにする努力 

ノウハウを伝播・伝承する意欲 

そのために我々に求められるものは・・・ 

１４．終わりに（続き） 

＋ 
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ご清聴ありがとうございました 


